
inouetakashi99@gmail.com
090-8489-5260「なんでも相談」

井 たか上 し
青梅市議会議員

2025年８月号外活動報告 青梅市議団
井上たかし
公式web@inoue_9「学校のトイレ新聞」も、

ぜひお読みください

「不登校」の児童・生徒数が急増
対策は「待ったなし」です

①学校を「通いたくなる場所」に改革すること
②「行けない」「行かない」子の居場所をつくること
この２つの観点から市議会６月議会で取り上げました。
引きつづきこの問題に取り組むため、
みなさんのご意見などを、ぜひお寄せください。
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年度 在籍数（人） 不登校児童・生徒数（人） 「不登校」割合（％）
中学生 小中計 小学生 中学生 小中計 小学生 中学生 小中計小学生

年度 在籍数（人） 不登校児童・生徒数（人） 「不登校」割合（％）
中学生 小中計 小学生 中学生 小中計 小学生 中学生 小中計小学生

子どもの人数
は年々減少

不登校は急増
34万人超に

小学生はコロ
ナ前の２倍超

青梅市は国よりも、
およそ1.5倍の高水
準です。中学生は１
割にせまる割合が続
いています。

文部科学省の調査においては、「何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校
しないあるいはしたくともできない状況にあるために年間30日以上欠席した者のうち、病気や経済的
な理由による者を除いたもの」が「不登校児童生徒」と定義されています。国全体の状況

青梅市の状況


